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グルーミングの完成度と
デザイン01 02 細部の仕上げと道具の使用

技術

rule

全体のバランスとアウトラインの美しさを重
視します。
ボディ、頭部、四肢などの毛量配分がバラン
ス調整されており、毛の厚みや量感が左右
均等で、バランスが取れているか確認しま
す。
左右非対称の場合は減点対象となります。
犬種スタンダードを理解が必要です。
コーミング時に毛が出てこない、
形の中に毛がしっかり収まっているかも評価
対象となります。

モデル犬への配慮と扱い03 04競技の進行とルール

カット中のモデル犬とのコミュニケーションが
評価されます。
無理な体勢を強いていないか、クリッパー負
けしていないかなどを確認します。
グルーマーの立ち位置や犬との距離感も評
価対象となります。

足回りを含む細部の処理が丁寧に施されて
いるかを確認します。
犬種に応じた適切な道具の選定と使用方法
が評価されます。
道具の扱いが適切であるか、カットラインが
整っているかチェックします。
尻尾など、カットしていない箇所がある場合
は減点対象となります。

四肢クリッピングやマズルクリッピングは競
技時間内に実施すること。
トップノットは仮止め状態でスタート可能、
ただし競技中にセットし直しが必須です。
※他の部位を巻いてのスタートも可能ですが
同様に再セットが必要です。
事前のカラーリングOK,ただし犬に負担とな
る薬剤の使用はNGです。
体全体の3/1以上のカラーリングを禁止しま
す。
トリミングテーブル持ち込み可能です。（回転
テーブル含む）
テーブルの高さ調整を目的とした市販のアジ
ャスター（継ぎ脚・台等）の使用は可とします。
ただし、安全かつ安定した設置を行うこと。
椅子の持ち込みは可（キャスター付き含む）
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※ウィッグ部⾨除く
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会場・観覧マナー01 02 競技者の準備

rule

・コンテストがおこなわれている会場での飲
食は禁止となります
※ただし、エントリー参加者、アシスタント、審
査員、関係者のみ水分補給は可能 
・写真撮影のフラッシュは禁止 
・１３歳以下はコンテスト会場に入れません
（見学者を含めて） 
・コンテスト会場内で犬を放してはいけませ
ん 
・犬はクレート内か、リードをつけてください 
・コンテストルームにコンテスト参加以外の
犬は入れません

競技中のルール03 04 アシスタント規定

・カラーリング行為は不可
・チョーク・パウダー・スプレー使用可（審査員
はコームを入れて審査。通らない場合は減点
対象）
・参加者・犬のトイレは競技中も可
・テーブルを離れる際は係員に申し出（アシ
スタント等が犬を見守ること）
・道具は危険性がなければ自由。使用後は
テーブル下に保管し、他者の迷惑にならない
こと
・必要な道具の忘れは減点対象。物の貸し借
りは原則禁止

・犬に水を与えるための水入れは持参してく
ださい 
・トリミングリーシュは各自で持参する 
・ヘアーカラースプレーを使用する場合はトリ
ミングマットを使用すること 
・犬のトイレの始末は各自で責任を持ってお
こなう
※すべての犬のトイレはコンテスト前に済ま
せておくこと

・コンテスト参加者1名につき、道具やモデル
犬の搬出入、ベイジングのサポートなどを行
うアシスタントを2名まで帯同することができ
る。 
・アシスタントの登録は、コンテスト当日の受
付にて行うこととする。

04

05 ベイジングエリアの
シャンプー利用について

シャンプー利用の制限時間について、円滑な
運営のため、シャンプー利用に制限時間を設
けました。全ての部門が対象です。
10kg以下：10分以内
10kg以上：15分以内
譲り合いとご協力のほど、よろしくお願いいた
します。
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precautions
コンテスト会場、ベイジングエリア内でのボランティアスタッフへの言動など含め、コンテスタ
ントとして相応しくないと判断した場合は厳重注意とさせていただきます。



クイック部門
ルール



目的・コンセプト
01

審査基準
02

06

クイック部門クイック部門

「限られた時間内で、実践的かつ効率的にカットを仕上げる」技術と判断力を競う
部門です。仕上がりの美しさはもとより、現場で活かせるスピード感と犬への扱い
の両立が重視されます。

・制限時間内に仕上げること。

・「速さ」だけでなく、犬への負担軽減に配慮・声かけ・優しさも評価対象。

・時間短縮のための工夫（道具選び・順序・効率的な動きなど）は高く評価。

・犬の扱い・仕上げまでのスピード・バランス感が整っているか。

・クリッパーを使った仕上げ、ラインが整っているか・無駄なクリッパーマーク。

・犬の扱い・仕上げまでのスピード・バランス感が整っているか。
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上記内容を2名以上の審査員
が総合的に判断します。01 02

03 04

07

途中休憩はありません。

05

rule

仕上げのためのチョーク、パウ
ダー、スプレー使用は可。（※た
だしジャッジが審査中コームで
通る事が必要）

カラーリングは3/1以上の範囲
は禁止。

日常のサロンで実施しづらい表
現はNG。



サロンスタイル
部門ルール



目的・コンセプト
01

審査基準
02

09

サロンスタイル部門サロンスタイル部門

実際のサロン現場で求められる「可愛らしさ・美しさ・バランス感覚」に加え、デザイ
ン性やオリジナル性を追求する部門。スタイル提案力・仕上がりが求められます。

・モデル犬の魅力を最大限に引き出したデザイン。

・犬種やテーマに合った提案。

・時間短縮のための工夫（道具選び・順序・効率的な動きなど）は高く評価。

・犬の扱い・仕上げまでのスピード・バランス感が整っているか。

・クリッパーを使った仕上げ、ラインが整っているか・無駄なクリッパーマーク。

・サロンに来店する飼い主目線での“共感性”が感じられるか。

・ビフォー・アフターの変化。
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上記内容を2名以上の審査員
が総合的に判断します。01 02

03 04

10

競技開始60分後、10分間のブ
レイクタイム有り。

05

rule

ブレイクタイムは犬を休憩させ
る、トイレを連れて行く、水を飲ま
せることは可、ただし競技者へ
のアドバイスは禁止。※発覚し
た場合、減点対象。

仕上げのためのチョーク、パウ
ダー、スプレー使用は可。（※た
だしジャッジが審査中コームで
通る事が必要）

カラーリングは3/1以上の範囲
は禁止。

06 日常のサロンで実施しづらい表
現はNG。



ハッピーグルーミング
部門ルール



目&k#c+G8



î ø [ l [



� Y Y Ö





目&k#c+G8



0 F [ ) h t







� � 3  h t



� � 3  h t





目&k#c+G8



( S A c � l G c ) / � [
h t





� ¨ k Ü ¢ N d
















	コンテスト ルールブック
	TABLE OF CONTENTS

	ルール目次
	基本共通ルール
	会場・運営共通ルール

	基本共通ルール
	会場・運営共通ルール

